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16.  Abstract 

本研究の主な内容は，軽車両(乗用車，ピックアップトラック，SUV，小型トラック)
の移動距離に関する最近の傾向の調査である．この研究は，全ての車両(中型・大型トラッ

ク，バス，バイクを含む)の移動距離に関して分析した他のいくつかの最近の研究とは異なっ

ている．調査した期間は 1984 年から 2011 年までである．この研究は，軽車両の登録数に関
する最近の傾向を分析した Sivak(2013)の追跡調査である． 

本レポートはまた，絶対移動距離に関する傾向を示しているけれども，主要な関心

は，一人あたりの移動距離，運転免許保有者一人あたりの移動距離，一家あたりの移動距

離，そして登録車両あたりの移動距離であった．これらの割合の全ては，景気の低迷が始ま

る 4 年前の 2004 年に最大値に達していて，2011 年までに 5％から 9％減少した。これらの低
下は，おそらく部分的に，車の必要性に影響を及ぼす社会における非経済的な変化を反映し

ている(例．在宅勤務の増加，公共交通機関の利用増加，都市化の増加，およびドライバの年

齢構成の変化)．運転率に関する低下の始まりが短期間では見られなかったので，移動距離の

割合に関する 2004 年の最大値は，長期的な期間におけるピークであるという理にかなった見
込みとした方が良い．例外は，登録された車両あたりの割合である。一人あたりの車両数，

運転者あたりの車両数，一家あたりの車両数は低下し続けるべきで(Sivak, 2013)，登録車両あ
たりの移動距離は最終的に増加し始める可能性があり，従って，この割合は 2004 年の最大値
を上回る将来における良い機会である． 

本研究と以前の研究(Sivak, 2013)から結合させた証拠は，一人あたり，運転者あた
り，そして一家あたりに対して，現在の軽車両数は少なくなり，10 年前よりその距離は低下

していることを示している．見積もられた現在の軽車両の年間の移動距離率は次のようにな

った：一人当たり 8,500 マイル，運転免許保有者一人あたり 12,500 マイル，一家あたり
22,100マイル，登録車両あたり 11,300マイルである． 
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